
  当院では下記の臨床研究を実施しております。

  本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。

研究課題名
成熟白内障症例における光学式生体計測装置ARGOS® の

眼軸長取得率と予測屈折精度 　-多施設共同研究-

（研究番号） （2023015-3）

当院の研究責任者 加賀 達志

（所属） （中京病院 眼科診療部長）

本研究の目的
成熟白内障の患者様のARGOS® の眼軸長取得率を評価することを目的とする。さ
らに、成熟白内障症例におけるARGOS® の予測屈折精度を向上させるため、成熟
白内障の患者様における水晶体屈折率を評価することを目的とする。

調査データ 2019年4月2日から2026年5月21日まで

該当期間

●対象となる患者さま

研究の方法

（使用する試料等） ●利用する情報

試料/情報の

他の研究機関への提供

および提供方法

利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は

個人情報の取り扱い 削除致します。また、研究成果は学会・研究論文で発表を予定していますが、

その際も患者さまを特定できる個人情報は利用しません。

本研究の資金源 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

（利益相反）

電話：052-691-7151（代表）

お問い合わせ先 担当者：眼科診療部長　加賀 達志

備考

JCHO中京病院を受診された患者さまへ

本研究はJCHO中京病院眼科、名古屋アイクリニック、愛知淑徳大学との多施設共
同研究です。当院以外の共同研究施設でデータ解析を実施する場合、個人を直
ちに判別できる情報の持ち出しは行わず、個人が特定されないよう厳重に管理・保
管いたします。

40～90歳で、上記期間内に当院において白内障手術前に生体計測装置ARGOS®
にて生体計測を行い、白内障手術により眼内レンズを挿入された患者様。

電子カルテに記載のある診療記録、検査データを利用する(性別、年齢、合併症、
白内障手術前後の生体測定値、矯正視力、屈折検査情報)。

研究への協力を希望されない場合は、当院受付までその旨をお申し出ください。そ
れによって治療に不利益が生じることはありません。


